
6 5

難
す
る
た
め
の
建
物
応
急
危
険
度
判
定

訓
練
、
停
電
や
電
話
の
不
通
を
想
定
し

た
衛
星
電
話
、
無
線
機
、
発
電
機
等
の

機
材
の
操
作
訓
練
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

4 

近
隣
住
民
の
避
難
所
研
修

徳
島
大
学
に
は
、
徳
島
市
と
避
難
所
、

津
波
一
時
避
難
ビ
ル
の
協
定
を
締
結
し

た
建
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
避

難
ビ
ル
ご
と
に
担
当
部
署
を
決
め
、
実

際
に
近
隣
住
民
に
参
加
い
た
だ
き
避
難

所
の
見
学
と
防
災
講
演
等
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
へ
の
取
組
の
資

料
は
こ
ち
ら
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
学
内
限
定
）h

ttp://gakun
ai.

tokushim
a-u.ac.jp/univonly/

torikum
i.htm

l

は
、
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
と
新
蔵
地
区

で
は
建
物
の
３
階
以
上
に
、
蔵
本
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
２
階
以
上
に
避
難
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

学
内
の
津
波
避
難
先
は
全
教
室
、
図

書
館
、
食
堂
等
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
周
辺
の
避
難
先
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

徳
島
大
学
の
防
災
対
策

防
災
対
策
は
、
事
前
の
備
え
と
日
頃

の
訓
練
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

1 

災
害
時
備
蓄
品

　

津
波
浸
水
に
よ
り
避
難
し
た
建
物
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
、

飲
料
水
、
非
常
食
を
は
じ
め
救
急
キ
ッ

ト
や
簡
易
ト
イ
レ
等
の
災
害
時
備
蓄
品

は
建
物
ご
と
に
分
散
し
て
配
備
し
て
い

ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
学
生
、
教
職
員
に

は
一
人
あ
た
り
飲
料
水
１
．
７
リ
ッ
ト

ル
、
食
料
１
．
６
食
を
確
保
し
て
お
り
、

こ
の
ほ
か
、
大
学
病
院
の
入
院
患
者
や

近
隣
住
民
の
避
難
者
も
想
定
し
て
準
備

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
徳
島
大
学
生

活
協
同
組
合
と
「
災
害
時
の
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
は
じ
め
、
風
水
害
、
大
災
害
や

そ
の
他
の
災
害
時
に
、
相
互
に
協
力
し

て
応
急
生
活
物
資
の
供
給
等
の
支
援
を

円
滑
に
実
施
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

2 

安
否
確
認
メ
ー
ル

    

送
受
信
訓
練

学
生
や
教
職
員
の
安
否
を
確
認
す
る

た
め
の
安
否
確
認
メ
ー
ル
が
、
徳
島
大

学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
開
発
さ
れ
ま

し
た
。

安
否
確
認
メ
ー
ル
は
徳
島
大
学
の
構

成
員
に
付
与
さ
れ
た
Ｃ
ア
カ
ウ
ン
ト

メ
ー
ル
宛
に
一
斉
に
発
信
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
で
も
安

否
確
認
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
、

メ
ー
ル
の
転
送
設
定
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

昨
年
12
月
に
送
受

信
訓
練
を
行
い
ま
し

た
が
、
応
答
率
が
上

が
る
よ
う
、
今
後
も

繰
り
返
し
訓
練
を
行

い
ま
す
。 

3 

災
害
対
策
訓
練

　

各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
毎
年
消
防
署
の

協
力
を
得
て
消
防
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
は
災
害
対
策
本
部
と

と
も
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
と
大
学
病
院
に

地
区
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

各
災
害
対
策
本
部
で
は
、
災
害
イ
メ
ー

ジ
を
再
現
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
場

合
に
備
え
た
経
験
を
積
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
机
上
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
大
学
病
院
で
は
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

を
想
定
し
、
消
防
署
と
連
携
し
て
災
害

医
療
の
模
擬
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
よ
り
安
全
な
建
物
に
避

災害時備蓄品

大学病院の災害対策訓練 常三島地区災害対策本部の机上訓練

津波（一時）避難ビル研修会（地域創生・国際交流会館）

徳島大学関
係の災害時
指定避難所

安否確認メール
送受信訓練の
送信文

特 集 徳島大学の防災対策

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部 

臨
床
薬
学
実
務
教
育
学
分
野（
薬
学
域
）

阿
部 

真
治 

（
あ
べ 

し
ん
じ
） 

助
教

佐
藤 

智
恵
美 

（
さ
と
う 

ち
え
み
） 

助
教

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
な
ど
、
非
常
に
幅

の
広
い
授
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
前
期
後
期
を
通
じ
て
多
く
の
先
生
方

が
講
師
を
務
め
て
く
れ
ま
す
。

　

阿
部
先
生
も
佐
藤
先
生
も
、
病
院
や

薬
局
で
薬
剤
師
と
し
て
働
い
た
経
験
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
「
学
生
が
安
心
し
て
実
務
実
習
に
入

れ
る
よ
う
に
、
現
場
で
の
経
験
を
生
か

し
た
学
習
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
」

モ
ス
ク
ワ
大
学
の
サ
ド
ー
ヴ
ニ
チ
ィ
総

長
は
、

　
「
本
当
に
よ
い
人
材
は
、
大
教
室
か

ら
は
育
ち
ま
せ
ん
。
一
対
一
で
、
教
授

の
そ
ば
に
置
い
て
育
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

経
験
は
力
な
り
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
阿
部
先
生
や
佐
藤
先
生
方
の

経
験
に
基
づ
い
た
授
業
は
、
医
療
と
い

う
重
要
な
使
命
を
担
う
学
生
た
ち
の
、

心
強
い
サ
ポ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
臨
床
薬
学
実
務
教
育
学
分
野
」
は
、

薬
局
や
病
院
で
の
実
務
実
習
を
は
じ
め

と
す
る
臨
床
薬
学
教
育
に
お
い
て
、
薬

学
部
の
学
生
を
支
援
・
指
導
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
阿
部
先
生
、
佐
藤
先
生
の

担
当
す
る
授
業
の
一
つ
が
「
実
務
実
習

事
前
学
習
」
で
す
。

　

薬
学
部
薬
学
科
は
６
年
制
で
、
５
年

生
に
な
る
と
病
院
・
薬
局
で
各
11
週
間

の
実
務
実
習
を
受
け
ま
す
。
医
療
分
野

で
の
薬
剤
師
の
立
場
は
年
々
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
た
ち
の
授
業
は
文
字
通
り
、
病

院
・
薬
局
に
実
務
実
習
に
行
く
前
、
4

年
生
を
対
象
に
臨
床
や
薬
学
の
基
礎
的

な
知
識
や
技
能
、
態
度
を
学
ぶ
も
の
で

す
。
運
転
免
許
で
言
え
ば
、
路
上
に
出

る
前
の
セ
ン
タ
ー
内
コ
ー
ス
で
の
慣
ら

し
運
転
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

具
体
的
に
は
、
薬
の
調
剤
・
製
剤
か

ら
処
方
箋
の
読
み
方
、
薬
品
管
理
、
服

薬
指
導
、
医
療
チ
ー
ム
や
患
者
さ
ん
と

豊
富
な
経
験
と
知
識
で

学
生
の
実
務
へ
の
第一歩
を
サ
ポ
ー
ト
す
る


